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4．結
?????
本研究では，アミド結合型の高性能アミノ酸樹脂を開発し，ウラン捕集性能とウ
ラン同位体の分離濃縮に関する基礎的な検討を行った．
開発樹脂は，炭酸ウラニル種に対し，極めて大きな平衡吸着量と吸着速度を示す
ことがわかった．また，樹脂の酸洗浄により吸着容量を飛躍的に向上することがで
きた．ウランの吸着性に及ぼす各種対アニオンの序列は,NOf<Br~<CH3"~<Cl~<
SO43-<CO32-となり，ウラニル塩の安定度傾向とほぼ正の相関を示した．
ウランの捕捉には，プロトン付加したアミノ酸残基と炭酸ウラニル種のイオン会
合が駆動力となり，側鎖官能基がウランの取り込みに有効に働くものと推定した．
残基アミノ基のメチル基置換により，アミノ基の機能を確認した．次に，海水マト
リックス成分の影響を検討し，吸着阻害要因を僅かに認めたが，従来のエステル結
合型樹脂と比較し，選択吸着性に格段の向上がみられた．また，開発樹脂は耐酸，
耐アルカリ性並びに再使用性を有する耐久性樹脂であることを確認した．
更に，ウランとトリウムの相互分離をバッチ法及びカラム法により検討し，酢酸
をマスキング剤に用い溶液条件を制御し，両元素のミクロ量からマクロ量の精密分
離を達成した．また，重金属混合液からウランの回収を行った．
本樹脂は多機能を有しており，アミドキシムやイミドジオキシム型樹脂を凌駕す
るウラン選択吸着剤である．今後，境膜拡散を有利にするため，粒状より遥かに表
面積が大きくとれる繊維状吸着剤に発展できれば実用性が更に増すものと考えられ
る．
次に，樹脂接触による天然ウランの同位体分離挙動を検討した．樹脂からの溶離
液と濾液中の核種のα線スペクトル測定により,234U/238Uの分離係数を決定した
が，90℃の高温条件で同位体濃縮挙動の発現を明確に見出した．また，担持するア
ミノ酸の種類により分離傾向に差違を認めたが，溶液と温度条件の他に，アミノ酸
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官能基のイオン会合，錯形成,fieedom性が同位体分離の支配因子になると考えた．
更に樹脂内におけるの酸化還元作用が同位体分離の加速因子となることを，エステ
ル結合型とアミド結合型樹脂を比較し類推した●本研究で得た分離係数は，溶液内
のウランの酸化還元平衡による係数の360倍以上を示す樹脂もあり，更に効率の良い
多段分離接触システムの開発が待たれる．
235U/238Uの分離係数の測定はICP-MS法により行ったが，測定誤差が大き<,全
体として有意な評価は行えなかった●しかし’溶液内平衡の35倍以上の分離係数を
示す樹脂も見出したので,235U濃度を高め測定する必要がある．また，海水に天然
ウランをスパイクすると，エステル結合型樹脂に比べアミド結合型樹脂では,235U
同位体の分離傾向は顕著に見られなかった．生海水浸漬樹脂溶離液には鉛，トリウ
ム，ウランの明確なMSシグナルが認められたが，スズも検出され，その定量値から，
環境ホルモンの生物への影響が憂慮された．
アミノ酸樹脂は，ウラン吸着の他に抗菌性を有する，極めて多様な機能に富む耐
久性樹脂である．樹脂接触により同位体分離現象が発現したが，ウランが吸・脱着
する際の樹脂表面或いは樹脂内における酸化還元反応によるものか，未知の化学反
応が存在するか不明である．更に，ウランと樹脂の接触段数を増し，溶液，温度条
件を整備すれば，簡便なウラン濃縮への展望が開けるものと考えられる．
67
